
雜
聞

▲
七
月

の
繪
葉
書
競
技
會
に
は
、
巖

谷
氏

に
御
不

幸
が
あ
つ
た

ゝ
め
木
曜
會

の
人

々
は
見
え
ら
れ
な

か

つ
た

が
、
青
梅

か
ら
は
惣
代
と
し
て
瀧
島
寛
水

君
が
出
京
さ
れ
、
客
員

の
眞
野
氏
、
三
條
夫
人
、

石
井
拍
亭
氏
も
來
會
さ
れ
、
二
三
の
會
員

の
ほ
か

に
、
繪
葉
書
蒐
集
家
と
し
て
知
ら
れ
た
る
石
橋
華

月
君
も
來
ら
れ
て
、
炎
暑

中
に
拘
は
ら
ず
中

々
盛

會
で
あ

つ
た
。

▲
選
評
が
濟
み
夕
飯
が
濟
ん
で
か
ら
、
例

に
よ

つ

て
合
作
會
を
開
き
、
出
來

た
繪
葉
書

を
不
參
の
人

々

へ
送

つ
た
。
巖
谷
家

の
弔

み
と

い
ふ
の
で
、

佛
臭

い
繪
葉
書
が
澤
山
出
來
た
。
そ
れ

か
ら
紀
念

交
換

を
幾
枚
か
描

い
て
、
散
會
し
た
の
は
十

一
時

過
で
あ

つ
た
。

△
一
寸
序

に
云
ふ
て
置
が
、
此
會

へ
出
品

さ
る
ゝ

方
で
、
會
費

の
封
入
し
て
な

い
の
が
あ
る
。

切
手

代
用
で
よ

い
の
だ
か
ら
御

心
當

り
の
力
は
早
速
送

つ
て
貰

い
た

い
。

そ
れ
で
な

い
と
繪
を
御
返
し
申

事
が
出
來
な

い
。
夫

か
ら
會
費
は
多
人
數
で

も

一

ま
と
め
な
ら

や
は
り
五
錢
で

よ
ろ
し

い
。

▲
銀
座

の
服
部
時
計
店
で
は
ニ
ェ

ー
ト

ン
製
水

彩

畫
の
乾
製
繪

の
具
を
發
賣

し
た
。
直
輸
入
で

一
時

に
澤
山
取
よ
せ
る
爲
め
、
他

に
比
し
て

一
個
十
錢

か
ら
五
十
錢
迄

の
廉
價
で
賣

つ
て
ゐ
る
。
近
く
に

筒
入
の
も
來

る
と
の
事

で
あ
る
。

△
乾
製
繪

の
具
は

一
寸
使
用
に
不
便
で
は
あ
る
が
、

質
は

一
番
よ
い
や
う
に
思
ふ
。
地
方

の
人

や
偶

に

使
用
す
る
人
に
は
却
て
保
存

上
都
合
が

よ
い
。

△
乾
製
繪

の
具
は
、適
宜

の
大
き
さ
に
切

つ
て
(
刄

物
を
あ
て

ゝ
鎚
で
う
て
ば
割
れ
る
)
其
儘
繪

の
具

箱

へ
入
て
置
て
も
よ

い
が
、
常

に
軟
く
し
て
置
く

に
は
、
盃
か
茶
椀

へ
入
れ
熱
湯
を
そ
ゝ
ぐ
と
暫
時

に
し
て
軟
か

に
な
る
、
澄
ん
で
か
ら
上
水

を
捨
て

ゝ
、
其

あ
と

ヘ
グ
リ
ス
リ

ン
を
適
宜
に
入
れ
て
置

く
と
、
い
つ
で
も
軟

か
に
な
っ
て
ゐ
る
。
使
用
す

る
時
に
は
取
出
し
て
其
儘
で
よ
く
若

し
塊
り
が
あ

っ
た
ら
、
竹
箆
で
練

れ
ば

よ
い
、。

▲
石
井
拍
亭
、
平
福

百
穗
其
他

二
三
の
諸
氏
に
よ

つ
て
企
て
ら
れ
た
平
旦
と

い
ふ
雜
誌
は
、
多
分
此

號
と
共

に
産
れ
る
で
あ
ら
う
。
内
容
は
漫
畫

が
重

で
、
記
事
は
稍
眞
面
目
な
美
術
論
が
多

い
と

の
事
、

初
號
に
は
鹿
子
木
氏

の
手
に
な

つ
た
奇
抜
な
も
の

が
出
る
と
の
噂
で
あ
る
。

▲
春
鳥
會
繪

葉
書

の
第
二
輯

、
水
彩
畫

の
部
は
最

早
校
正
が
濟

ん
で

程
な
く
出

版
の
運
び
に
な
る
と

の
事
。
其
顔

ぶ
れ
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

よ
せ
く
る
浪
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
清

多
摩
川
の
夕
　
　
　
　
　
堀

内

汎

澁
谷
　
　
　
　
　

　
　

杉
原
　
一
雄

グ
ロ
ス
ダ
ー
の
夏
　
　
　
　
在
米
K
、
M
、

海
　
　
　
　
　
　

　
　
萬

鐵
五
郎

立
川
の
朝
　
　
　
　
　
　
K

0
　
生

發
行
所

は
日
本
橋

の
松
聲
堂
。

▲
九
月
か
ら
神
田
猿
樂
町
の
萬
國
繪
葉
書
交
換

會

で
、
往
復

ハ
ガ
キ
形

と
い
ふ
極

め
て
可
愛
ら
し

い

雜
誌
が
出
る
と
の
事
、
挿
繪

は
色
刷
の

コ
ロ
タ
イ

プ
六
七
葉
入
り
で

、
短
文

や
詩
歌

の
最

も
面
白

い

も
の
を
あ
し
ら
ひ
月
三
回
發
行
す
る
計
畫

と
か
、

ど
ん
な

に
氣
の

利
い
た
も
の
か
早
く
見

た
い
事
で

,

あ

る
。

■

み
づ
ゑ
第

一
、
再
版
出
來
致
候
、
賣
捌
所

に
無

之
候
節
は
直
接

本
會

へ
御
註
文
被
下
度
候
。
　

■
み
づ
ゑ
第

二
は
殘
部
僅
か
に
候
間
、
御
入
用
の

方
は
至
急
御
申
越
被
下
度
候
。

■
郵
券

に
て
誌
代
御
送
り
の
分

に
は
不
足

の
も
の

多
く
、
稀

に
は
過
剰

も
有
之
、
何
れ

も
計
算

上
迷

惑
に

つ
き
、
以
來
郵
券
代
用
の
節
は

一
部

に
付
必

ず

二
十

一
錢
の
割
に
て
御
送
被
下
度
候
。

■

み
づ
ゑ
第
四
よ
り
表
紙
の
模
樣

を
取
換

へ
可
申

候
、
尚
山
堂
主
人
が
如
何
に
意
匠
を
凝
ら
す

べ
き

か
。

■
次
號
に
は
寫

生
遠
近
法
の
續
稿
出
づ
べ
く
候
。


